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働くルールの確立で

人間性の回復を

セ

シ

ウ

ム

汚

染

の

広

が

り

な

ど

、

食

品

の

「

安

全

・

安

心

」

を

脅

か

す

不

祥

事

・

不

正

行

為

の

事

件

が

後

を

絶

た

ず

、

消

費

者

は

「

何

を

基

準

に

、

何

を

信

じ

て

買

い

求

め

れ

ば

い

い

の

か

」

と

い

う

不

信

・

不

安

を

募

ら

せ

て

お

り

、

「

安

全

・

安

心

な

食

料

を

安

定

的

国

民

に

提

供

」

す

べ

き

行

政

の

責

任

も

厳

し

く

問

わ

れ

る

状

況

に

あ

り

ま

す

。

と

こ

ろ

が

乳

業

最

大

手

の

（

株

）

明

治

は

、

「

儲

か

れ

ば

何

で

も

あ

り

」

と

ば

か

り

に

、

雪

印

食

中

毒

事

件

以

降

、

そ

の

教

訓

に

学

ぶ

こ

と

な

く

「

食

の

安

心

・

安

全

」

を

脅

か

す

食

品

衛

生

法

違

反

な

ど

が

23

件

も

発

覚

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

状

況

か

ら

、

４

月

18

日

に

行

っ

た

厚

労

省

要

請

で

は

、

①

長

期

に

わ

た

り

食

品

衛

生

法

な

ど

の

不

祥

事

・

不

正

行

為

が

絶

え

な

い

体

質

（

２

０

０

０

年

以

降

、

23

件

の

不

祥

事

）

、

②

賃

金

差

別

や

人

権

侵

害

な

ど

の

労

働

争

議

が

１

９

６

０

年

代

か

ら

絶

え

な

い

体

質

（

10

件

の

争

議

、

現

在

も

３

件

が

係

争

中

）

、

③

安

全

配

慮

義

務

違

反

な

ど

の

死

亡

災

害

が

絶

え

な

い

体

質

（

臨

時

社

員

な

ど

７

人

が

死

亡

事

故

死

）

、

な

ど

の

改

善

指

導

を

求

め

ま

し

た

が

時

間

制

約

も

あ

り

、

不

十

分

の

ま

ま

終

了

。

６

月

27

日

に

再

度

、

厚

生

労

働

省

を

は

じ

め

、

農

林

水

産

省

、

消

費

者

庁

、

文

部

科

学

省

に

も

行

わ

れ

た

も

の

で

す

。

要

請

に

は

、

争

議

支

援

共

闘

会

議

議

長

の

松

本

悟

氏

を

は

じ

め

、

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

、

新

日

本

婦

人

の

会

市

川

支

部

、

全

教

市

川

、

年

金

者

組

合

市

川

・

浦

安

支

部

、

年

金

者

四

街

道

支

部

、

千

葉

労

連

、

「

日

東

整

」

争

議

、

ネ

ッ

ス

ル

日

本

労

組

、

そ

し

て

、

明

乳

争

議

団

、

あ

わ

せ

て

19

名

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

要

請

交

渉

は

３

時

間

に

わ

た

っ

て

各

省

庁

個

別

に

行

わ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

か

ら

の

回

答

を

求

め

ま

し

た

。

厚

生

労

働

省

に

は

、

そ

の

他

の

省

庁

回

答

に

大

き

く

関

連

す

る

立

場

か

ら

60

分

に

わ

た

っ

て

行

わ

れ

、

乳

製

品

の

放

射

能

汚

染

検

査

数

値

の

開

示

な

ど

を

要

請

。

労

働

争

議

に

つ

い

て

は

、

「

当

事

者

間

で

の

話

し

合

い

解

決

が

望

ま

し

い

」

な

ど

の

回

答

が

あ

り

、

28

年

間

も

話

し

合

い

を

拒

み

続

け

る

、

（

株

）

明

治

の

異

常

体

質

が

改

め

て

浮

き

彫

り

に

な

る

要

請

交

渉

と

な

り

ま

し

た

。

尚

、

要

請

交

渉

に

は

前

回

に

続

き

、

日

本

共

産

党

紙

智

子

参

議

員

が

同

席

し

ま

し

た

。

厚労省

「労使紛争は話し合いでの解決が望ましい」

ー 各省庁への要請交渉 ー

2012.6.27 参院議員会館会議室にて

食

の

安

心

・

安

全

及

び

明

治

乳

業

争

議

の

解

決

に

関

す

る

再

度

の

要

請

(4)

食

品

ユ

ニ

オ

ン

と

㈱

明

治

の

間

で

８

回

に

わ

た

っ

て

続

け

ら

れ

て

き

た

団

体

交

渉

に

つ

い

て

、

明

治

は

拒

否

す

る

回

答

を

し

て

き

ま

し

た

。

内

容

は

、

団

交

事

項

に

つ

い

て

は

「

誠

実

か

つ

十

分

に

協

議

、

回

答

｣

し

た

と

し

て

「

継

続

す

る

協

議

事

項

は

存

在

し

て

お

ら

ず

、

こ

れ

以

上

の

必

要

性

は

な

い

」

と

す

る

も

の

で

す

。

拒

否

し

て

き

た

発

端

は

、

団

交

事

項

に

関

わ

っ

て

い

た

山

口

組

合

員

が

退

職

。

そ

の

後

、

会

社

は

食

品

ユ

ニ

オ

ン

に

加

入

す

る

明

治

在

籍

の

従

業

員

の

有

無

を

し

つ

こ

く

質

し

て

き

ま

し

た

。

こ

れ

に

対

し

て

ユ

ニ

オ

ン

は

「

明

ら

か

に

す

る

必

要

が

生

じ

た

時

に

は

、

そ

の

時

点

で

必

要

な

範

囲

に

お

い

て

、

そ

の

都

度

お

知

ら

せ

し

た

い

｣

と

回

答

。

し

か

し

、

会

社

は

「

回

答

が

な

い

」

と

し

て

電

話

で

団

交

を

拒

否

し

て

き

た

も

の

で

、

拒

否

理

由

を

大

き

く

変

へ

て

再

度

拒

否

し

て

き

た

も

の

で

す

。

食

品

ユ

ニ

オ

ン

は

、

団

交

に

実

質

的

進

展

が

な

く

、

ど

の

事

項

も

継

続

さ

れ

て

い

る

と

し

て

、

再

開

の

申

入

れ

を

２

回

に

わ

た

っ

て

書

面

に

て

提

出

し

会

社

に

回

答

を

求

め

て

い

ま

す

。

ま

た

在

籍

組

合

員

の

有

無

に

関

係

な

く

、

団

交

応

諾

義

務

が

あ

る

こ

と

を

示

し

て

早

期

再

開

求

め

て

も

い

ま

す

。

「「「「

山山山山

口口口口

損損損損

害害害害

賠賠賠賠

償償償償

裁裁裁裁

判判判判｣｣ ｣｣

始始始始

まままま

るるるる

地

域

労

組

こ

う

と

う

と

食

品

ユ

ニ

オ

ン

組

合

員

の

山

口

信

人

さ

ん

が

、

明

治

を

相

手

に

東

京

地

裁

に

提

訴

し

て

い

る

、

年

金

受

給

を

め

ぐ

る

債

務

不

履

行

と

、

以

前

に

起

こ

し

た

裁

判

後

の

報

復

的

パ

ワ

ハ

ラ

へ

の

損

害

賠

償

裁

判

（

労

働

部

）

が

開

始

さ

れ

、

す

で

に

２

回

に

わ

た

っ

て

審

理

が

進

ん

で

い

ま

す

。

先

般

、

会

社

は

50

㌻

に

も

及

ぶ

反

論

の

準

備

書

面

を

提

出

し

、

全

面

的

に

争

う

姿

勢

を

見

せ

て

い

ま

す

。

反

論

書

で

は

山

口

さ

ん

を

「

仕

事

が

で

き

な

い

、

ミ

ス

が

多

い

、

ま

た

他

人

（

上

司

）

の

ミ

ス

ま

で

押

し

付

け

る

」

な

ど

、

明

治

が

お

こ

な

う

ウ

ソ

の

上

塗

り

的

常

套

手

段

が

羅

列

さ

れ

て

い

ま

す

。

原

告

側

は

東

京

東

部

法

律

事

務

所

と

東

京

法

律

事

務

所

の

４

人

の

弁

護

士

が

担

当

し

、

被

告

側

は

「

全

国

事

件

｣

を

扱

う

小

代

弁

護

士

が

当

っ

て

い

ま

す

。

次

回

３

回

審

問

＝

８

月

８

日

（

水

）

午

後

１

時

10

分

地

裁

606

号

法

廷

。

６

月

28

日

、

第

３

回

株

主

総

会

が

行

わ

れ

、

争

議

団

・

支

援

共

闘

会

議

で

は

、

総

会

に

先

駆

け

て

事

前

質

問

書

を

提

出

。

質

問

の

骨

子

は

、

①

減

収

減

益

の

経

営

責

任

。

②

乳

製

品

の

放

射

能

汚

染

検

査

と

い

う

社

会

的

責

任

。

③

長

期

労

働

争

議

前

面

解

決

へ

の

決

断

。

と

い

う

も

の

で

、

総

会

冒

頭

、

放

射

能

汚

染

問

題

で

は

浅

野

取

締

役

が

補

足

説

明

で

釈

明

し

、

「

明

治

粉

ミ

ル

ク

・

明

治

ス

テ

ッ

プ

よ

り

放

射

能

汚

染

が

あ

っ

た

が

、

そ

の

値

は

暫

定

基

準

値

以

下

で

あ

っ

た

が

、

自

主

的

に

製

品

交

換

を

行

っ

た

」

と

答

弁

。

し

か

し

、

「

消

費

者

の

皆

さ

ん

に

は

大

変

ご

心

配

を

お

か

け

し

た

」

な

ど

と

と

も

答

弁

。

結

局

、

「

民

間

団

体

か

ら

の

放

射

能

汚

染

を

２

週

間

も

放

置

し

た

責

任

に

は

頬

か

む

り

を

決

め

込

む

」

な

ど

、

隠

ぺ

い

体

質

が

露

呈

す

る

回

答

に

終

始

し

ま

し

た

。

ま

た

、

減

収

減

益

の

経

営

責

任

の

質

問

に

は

、

答

弁

不

能

に

陥

り

、

一

言

の

釈

明

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

い

ま

や

、

放

射

能

汚

染

で

は

「

（

株

）

明

治

の

製

品

は

ア

ヤ

シ

イ

わ

ね

」

な

ど

と

、

若

い

お

母

さ

ん

か

ら

噂

さ

れ

る

な

ど

、

明

治

の

乳

製

品

が

敬

遠

さ

れ

て

い

る

こ

と

へ

の

反

省

の

か

け

ら

も

な

い

対

応

で

し

た

。

ま

た

、

明

ら

か

に

ヤ

ラ

セ

の

質

問

に

多

く

の

株

主

か

ら

失

笑

と

ヤ

ジ

が

飛

ぶ

な

ど

、

将

来

を

不

安

す

る

、

声

が

聞

か

れ

る

有

様

で

し

た

。

支

援

共

闘

会

議

と

争

議

団

は

、

総

会

前

の

８

時

30

分

よ

り

、

株

主

に

向

け

て

会

場

前

２

ヵ

所

で

チ

ラ

シ

宣

伝

。

総

会

終

了

後

の

報

告

宣

伝

チ

ラ

シ

配

布

で

は

、

受

け

取

っ

た

株

主

か

ら

「

が

ん

ば

れ

よ

」

の

掛

け

声

が

あ

り

、

大

き

な

勇

気

を

も

ら

い

ま

し

た

。

明

治

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

株

主

総

会

相

変

わ

ら

ず

の

茶

番

劇

㈱

明

治

突

如

団

体

交

渉

拒

否

食

品

ユ

ニ

オ

ン

再

開

求

め

て

申

入

れ

夏季物品販売へ

ご協力を

日頃からご支援に

心より感謝申し上げ

ます。

ただ今、夏季物品販

売の取組みを行って

おります。

この度も、還元金か

ら５％を震災義援金

として扱わせていた

だきますので、

皆様方からのご支援

をお願いします。

尚、冬季に於きまし

て7,772円全労連を通

してお願いしました。



明

治

Ｈ

Ｄ

社

前

で

３

４

０

名

が

怒

り

の

シ

ュ

プ

レ

！

（２）

「

５

・

31

全

労

連

・

東

京

地

評

争

議

支

援

総

行

動

」

都

労

委

「

全

国

事

件

」

へ

の

命

令

交

付

を

間

近

に

控

え

る

明

治

乳

業

争

議

団

は

、

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

闘

い

に

全

力

で

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

第

一

は

、

製

品

の

放

射

能

汚

染

を

隠

蔽

す

る

な

ど

「

外

に

バ

レ

な

け

れ

ば

何

で

も

有

り

」

で

、

不

祥

事

・

不

正

行

為

を

繰

り

返

す

（

株

）

明

治

の

企

業

体

質

を

告

発

し

、

経

営

陣

を

社

会

的

に

孤

立

さ

せ

る

中

で

争

議

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

闘

い

で

す

。

第

二

は

、

な

ん

と

し

て

も

都

労

委

か

ら

救

済

命

令

を

獲

得

す

る

闘

い

で

す

。

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

や

る

べ

き

こ

と

は

全

て

や

り

切

っ

て

全

面

解

決

へ

の

局

面

打

開

を

め

ざ

す

決

意

で

す

。

６

月

台

風

の

列

島

縦

断

は

８

年

ぶ

り

と

報

道

さ

れ

る

な

ど

、

雲

行

き

が

心

配

さ

れ

る

６

月

19

日

で

し

た

が

、

な

ん

と

「

明

治

Ｈ

Ｄ

包

囲

」

銀

座

デ

モ

が

ピ

シ

ャ

リ

と

的

中

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

悪

天

候

の

な

か

午

後

６

時

過

ぎ

か

ら

、

デ

モ

出

発

地

点

の

日

比

谷

公

園

中

幸

門

に

は

、

熱

い

心

の

支

援

者

が

次

々

と

参

集

さ

れ

、

「

明

治

乳

業

争

議

団

ら

し

い

行

動

日

だ

！

」

、

「

こ

の

程

度

の

天

気

で

ひ

る

ん

で

は

勝

て

な

い

よ

！

」

な

ど

等

、

明

る

い

ジ

ョ

ー

ク

や

励

ま

し

を

沢

山

い

た

だ

き

ま

し

た

。

風

雨

を

つ

い

て

の

デ

モ

コ

ー

ス

は

、

明

治

グ

ル

ー

プ

の

筆

頭

株

主

「

み

ず

ほ

」

本

店

→

東

電

本

社

→

銀

座

通

り

→

鍛

冶

橋

交

差

点

→

明

治

Ｈ

Ｄ

社

前

と

い

う

、

約

40

分

コ

ー

ス

を

２

０

０

名

の

隊

列

で

行

進

し

ま

し

た

。

参

加

者

は

ズ

ブ

濡

れ

に

な

り

な

が

ら

も

、

「

東

電

は

す

べ

て

の

補

償

を

行

え

！

・

原

発

の

再

稼

働

は

許

さ

な

い

ぞ

！

・

明

治

は

放

射

能

汚

染

を

隠

ペ

イ

す

る

な

！

・

自

主

検

査

の

数

値

を

公

表

し

ろ

！

・

労

働

争

議

を

解

決

し

ろ

！

」

な

ど

等

と

力

強

く

シ

ュ

プ

レ

を

行

い

、

銀

座

通

り

で

は

多

く

の

通

行

人

が

足

を

止

め

注

目

し

て

い

ま

し

た

。

過

酷

な

状

況

の

な

か

最

後

ま

で

ご

参

加

さ

れ

た

皆

様

に

、

争

議

団

一

同

は

心

か

ら

感

謝

感

謝

の

気

持

ち

で

一

杯

で

す

。

松

平

晃

さ

ん

の

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

演

奏

で

始

ま

っ

た

、

明

治

Ｈ

Ｄ

社

前

で

の

争

議

支

援

総

行

動

最

終

メ

ー

ン

行

動

に

は

、

３

４

０

名

の

支

援

者

が

結

集

し

明

治

Ｈ

Ｄ

に

争

議

解

決

の

決

断

を

迫

り

ま

し

た

。

都

労

委

「

全

国

事

件

」

が

昨

年

11

月

30

日

に

結

審

と

な

っ

た

こ

と

を

受

け

、

一

気

に

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

こ

と

を

目

指

し

て

の

最

終

メ

ー

ン

行

動

で

し

た

。

残

念

な

が

ら

、

命

令

交

付

は

７

月

以

降

に

ズ

レ

込

み

ま

す

が

、

頑

な

に

「

話

し

合

い

」

を

拒

否

し

て

い

る

明

治

Ｈ

Ｄ

に

対

し

、

争

議

解

決

を

迫

る

イ

ン

パ

ク

ト

の

あ

る

行

動

と

し

て

成

功

し

ま

し

た

。

私

た

ち

が

、

明

治

Ｈ

Ｄ

及

び

（

株

）

明

治

に

求

め

て

い

る

の

は

次

の

２

点

で

す

。

第

一

は

、

放

射

能

汚

染

か

ら

、

特

に

「

子

供

た

ち

の

健

康

・

未

来

を

守

る

た

め

に

」

、

牛

乳

・

乳

製

品

の

汚

染

検

査

を

独

自

に

行

い

、

そ

の

数

値

を

公

開

し

消

費

者

に

選

択

権

を

保

障

す

る

こ

と

。

第

二

は

、

週

刊

東

洋

経

済

、

実

業

界

、

サ

ン

デ

ー

毎

日

、

週

刊

金

曜

日

な

ど

メ

デ

ィ

ア

で

も

告

発

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

不

祥

事

・

不

正

行

為

を

隠

ぺ

い

す

る

（

株

）

明

治

の

異

常

な

企

業

体

質

を

是

正

す

る

こ

と

で

す

。

そ

の

た

台

風

接

近

の

中

、「

放

射

能

か

ら

子

供

た

ち

を

守

れ

！

」

と

２

０

０

名

の

隊

列

「

６

・

19

明

治

Ｈ

Ｄ

包

囲

」

銀

座

デ

モ

め

に

は

長

期

労

働

争

議

を

解

決

し

、

消

費

者

の

信

頼

に

応

え

得

る

健

全

な

企

業

活

動

に

脱

皮

す

る

こ

と

は

、

避

け

ら

れ

な

い

課

題

で

あ

る

こ

と

も

明

白

な

こ

と

で

す

。

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

今

後

も

二

重

三

重

に

明

治

Ｈ

Ｄ

を

包

囲

し

、

な

ん

と

し

て

も

今

秋

か

ら

の

闘

い

で

、

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

決

意

で

頑

張

り

ま

す

。

総

行

動

ご

参

加

の

み

な

さ

ん

、

ご

支

援

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

台

風

一

過

の

６

月

20

日

、

明

治

乳

業

争

議

関

西

支

援

共

闘

会

議

（

議

長

：

川

辺

大

阪

労

連

議

長

）

は

、

（

株

）

明

治

関

西

支

社

（

ク

リ

ス

タ

ル

タ

ワ

ー

：

大

阪

市

中

央

区

）

前

で

、

午

前

10

時

か

ら

午

後

２

時

ま

で

「

座

り

込

み

」

行

動

を

実

施

。

消

費

者

団

体

、

市

民

団

体

、

民

主

団

体

や

大

阪

労

連

な

ど

の

要

請

団

が

、

三

回

に

及

ん

で

タ

ワ

ー

36

階

の

（

株

）

明

治

関

西

支

社

に

要

請

書

を

持

っ

て

訪

問

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

（

株

）

明

治

は

若

手

社

員

２

０

数

名

を

盾

に

、

「

お

帰

り

下

さ

い

」

の

オ

ー

ム

返

し

で

一

切

を

拒

否

。

参

加

者

か

ら

は

、

「

消

費

者

団

体

、

市

民

団

体

の

要

請

す

ら

拒

否

し

、

敵

に

ま

わ

す

よ

う

な

明

治

に

未

来

が

あ

る

の

か

・

・

・

？

」

な

ど

等

、

驚

き

と

怒

り

の

声

が

聞

か

れ

ま

し

た

。

こ

の

行

動

に

は

京

都

の

申

立

人

も

含

め

５

０

名

余

が

参

加

し

、

首

都

圏

か

ら

も

松

本

共

闘

会

議

議

長

と

小

関

争

議

団

団

長

が

参

加

し

、

連

帯

と

争

議

解

決

へ

の

決

意

を

述

べ

ま

し

た

。

（３）

「

６

・

20

関

西

支

援

共

闘

会

議

が

（

株

）

明

治

関

西

支

社

へ

要

請

行

動

」

若い社員を盾に、

消費者団体
・市民団体の要請すら拒否！

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

（

会

長

：

堀

江

ゆ

り

、

２

１

団

体

90

万

人

）

の

代

表

６

名

が

、

日

本

乳

業

協

会

の

役

員

と

懇

談

し

ま

し

た

。

「

放

射

能

汚

染

か

ら

子

供

た

ち

の

健

康

と

未

来

を

守

る

」

要

請

書

を

示

し

、

製

品

の

出

荷

前

独

自

検

査

を

行

い

、

「

基

準

値

以

下

で

も

数

値

を

公

表

し

消

費

者

が

安

心

し

て

選

択

で

き

る

よ

う

に

各

企

業

に

働

き

か

け

る

こ

と

」

等

を

強

く

求

め

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

（

株

）

明

治

の

学

校

給

食

用

牛

乳

や

粉

ミ

ル

ク

か

ら

セ

シ

ウ

ム

が

検

出

さ

れ

た

事

件

で

、

消

費

者

が

求

め

た

汚

染

数

値

の

公

表

や

、

汚

染

原

因

の

解

明

な

ど

の

一

切

を

拒

否

し

た

（

株

）

明

治

の

異

常

な

対

応

に

対

し

、

特

に

若

い

お

母

さ

ん

方

の

不

信

・

不

安

が

強

ま

る

中

で

の

行

動

で

し

た

。

し

か

し

、

乳

業

協

会

は

「

行

政

が

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

検

査

を

行

っ

て

い

る

こ

と

」

な

ど

を

理

由

に

、

独

自

検

査

の

必

要

性

を

拒

否

し

ま

し

た

。

ま

た

、

婦

団

連

は

同

趣

旨

の

「

懇

談

申

し

入

れ

」

を

明

治

Ｈ

Ｄ

に

も

行

い

ま

し

た

が

、

面

会

す

ら

拒

否

す

る

異

常

な

対

応

だ

っ

た

と

い

い

ま

す

。

消

費

者

団

体

を

含

む

広

範

な

婦

人

団

体

の

懇

談

・

要

請

す

ら

拒

否

す

る

明

治

Ｈ

Ｄ

に

、

「

安

全

・

安

心

」

が

期

待

で

き

る

で

し

ょ

う

か

。

残

念

な

こ

と

で

す

。

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

（

婦

団

連

）

が

乳

業

協

会

と

懇

談

・

要

請

なんと、明治ＨＤは婦団連の

「懇談申し入れ」をも拒否！

結

審

か

ら

８

カ

月

目

と

な

る

全

国

事

件

（

９

事

業

所

３

２

名

で

す

が

、

ま

だ

命

令

交

付

期

日

が

確

定

し

て

い

ま

せ

ん

。

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

年

明

け

早

々

か

ら

救

済

命

令

を

契

機

に

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

決

意

を

固

め

、

（

株

）

明

治

と

明

治

Ｈ

Ｄ

を

包

囲

す

る

運

動

と

、

救

済

命

令

に

向

け

た

毎

月

の

都

労

委

要

請

を

継

続

。

１

８

回

目

の

６

月

１

１

日

の

要

請

で

は

、

夫

の

遺

志

を

継

承

し

た

遺

族

の

陳

述

書

を

示

し

、

救

済

命

令

を

強

く

求

め

ま

し

た

。

全

国

６

４

名

の

明

治

乳

業

争

議

団

。

す

で

に

１

０

名

の

申

立

人

が

他

界

し

て

い

ま

す

が

、

夫

の

遺

志

を

継

い

だ

家

族

が

争

議

団

と

心

を

一

つ

に

、

早

期

解

決

を

願

っ

て

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

要

請

で

は

、

二

口

申

立

人

（

石

川

工

場

）

の

奥

さ

ん

の

陳

述

書

か

ら

、

「

無

能

力

者

呼

ば

わ

り

さ

れ

た

ま

ま

急

逝

し

た

夫

の

こ

と

を

考

え

る

と

、

本

当

に

辛

く

残

念

な

気

持

ち

で

一

杯

で

す

」

と

紹

介

さ

れ

、

ま

た

、

島

崎

申

立

人

（

大

阪

工

場

）

の

奥

さ

ん

の

手

紙

か

ら

は

、

「

差

別

賃

金

の

な

か

で

生

活

費

や

医

療

費

に

も

苦

労

し

た

・

・

・

」

等

の

実

情

が

紹

介

さ

れ

、

ま

た

、

満

席

の

傍

聴

者

か

ら

も

「

な

ん

と

し

て

も

救

済

命

令

を

！

」

と

の

発

言

が

続

き

ま

し

た

。

私

た

ち

は

、

救

済

命

令

に

向

け

最

後

の

一

瞬

ま

で

頑

張

り

ま

す

。

●

次

回

７

月

26

日

午

後

４

時

～

。

34

階

第

三

審

問

室

：

於

救済命令に向け最後の一瞬まで奮闘！

━ 要請行動で遺族の想いを伝える ━

この会社、

常識もな

いのっ！

放射能汚染 の隠ぺいや

長期労働争議の放置など、 異常な企業体質を大きく包囲！


